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平成 31 年度〜令和 3 年度 
基盤研究(C) 代表 梅北善久  
肺扁平上⽪癌患者の不良予後に関与する Maspin の分⼦機構の解明 

平成 31 年度〜令和 3 年度 
基盤研究(C) 坂部 友彦 
オルガノイド培養法を⽤いた肺腺癌組織亜型評価モデルの確⽴と形成メカニズム解
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平成 31 年度〜令和 3 年度 
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